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○私たちをとりまく食品の輸入と食料自給率の関係について理解する。
○食品の輸送や栽培が，環境に与える影響を少なくするためにはどうすればよいかを考
える。

ねらい
・現在の食材が, 世界各国から集まっていることを知り, それに伴い, 食料自給率が下がっていることに気

付かせる。
・食品の輸送や栽培が環境に与える影響を知り，環境への影響を少なくするためにはどうすればよいかを

考えさせる。

教科に見る活用場面
・中学校　　技術・家庭（家庭分野）　　　「調理と食文化」
・高等学校　家庭（家庭総合・家庭基礎）　「食生活と環境」

活動の内容
（1）資料１を参考にしながら，日本の食料自給率について考える。（ワークシート）
（2）資料２を参考にしながら，食料の輸入と環境への影響について考える。（ワークシート）
　　フードマイレージ, バーチャルウォーターについて学ぶ。

（3）資料３を参考にしながら，自分の食生活を振り返る。（ワークシート）
（4）食料自給率の向上を目指してできることを考える。

活用ガイド
○指導上の工夫・留意点
　・輸入食品の袋や箱などをいくつか用意して導入するとよい。
　・果物や野菜など輸入品と国産品の両方を用意し，生徒に比較させるとよい。
　・関連プログラムとして，「食品の選び方を考えよう」（p.197）がある。

○ワークシートの解答
１わが国の食糧自給率…例）1990年代に比べて自給率が下がっている。他の先進国に比べ日本は自給率

が最も低い。（資料１）
２食料を輸入することによる影響…例）輸送にかかるエネルギーが多く必要となり，地球温暖化など環

境に負担がかかる。食料を生産するために使用した水も輸入しているということになり，日本は大量
の水を使っていることになる。日本が大量に輸入することで，海外での環境問題ひいては地球環境に
も影響している。（資料２）

３食生活の変化…例）昔は米や野菜を中心とした食生活であったが，年々肉や油脂の摂取量が増えてい
る。また，パンや麺類など小麦の消費量が伸びた。

私たちの食生活と環境
時　期
時　間
場　所

いつでも
１～２時間
教室

プログラムの作成において参考とした文献やＷｅｂサイト
○「食料自給率の部屋」　農林水産省　http://www.maff.go.jp/j/zyukyu/
○「平成22年度　食料・農業・農村白書」　農林水産省 http://www.maff.go.jp/j/wpaper/w_maff/h22/
○「平成21年度食品ロス統計調査報告」2011年より作成　農林水産省 http://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/syoukuhin_loss/
○中田哲也「日本の輸入食料のフード･マイレージの変化とその背景」農林水産省統計部 フードシステム研究 第18巻3号2011 P287-290
○「バーチャルウォーター」　環境省 http://www.env.go.jp/water/virtual_water/
○「マングローブとは」　AstomosEnergy　http://www.astomos.com/mori/manglobei.html
○「新しい技術・家庭学習ノート　わたしたちの食生活」　栃木県版　栃木県中学校教育研究会　技術・家庭部会
○「家庭科ワークノート　食生活と自立　地域教材」
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ワークシート
私たちの食生活と環境
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